
 ＜一覧＞

月日 順番 区分 会派名 質問者名 質問事項

1 新政南アルプス 村松三千雄
①グレードの高い観光地を目指した「南アルプス市観光戦略」につ
いて

2 躍進会 相川宗仁
①南アルプス市鳥獣害（シカ、カラス）被害対策の強化について
②ふるさと納税寄附金の使い道及び営農支援について

3 公明党 小池伸吾 ①防災ＤＸについて

4 かがやき２１ 名取常雄

①ｆｕｍｏｔｔｏ南アルプス、南アルプスＩＣ周辺中央エリア整備
事業に伴う道水路環境整備について
②南アルプスＩＣ周辺の開発に伴う子どもや住民を事故や事件から
守る対策について
③自治会の管理している施設のＬＥＤ化について

5 未来創政の会 秋山浩志

①消防団員確保について
②優秀な人材確保の為の、市職員の賃金・労働条件について
③埋蔵文化財の活用方針について
④市政の円滑な運営について

6
日本共産党

南アルプス市議団
松野昇平

①富士山噴火への備えについて
②中東情勢に伴う物価高騰等から地域経済と市民生活を守る対策に
ついて

7 保坂 健 ①認知症に関する支援について

8 飯野 久 ①「収蔵品の保管」について

9 花輪幸長 ①有害鳥獣対策について

10 三木 充
①広域道路ネットワーク構想における仮称新鏡中条橋の進捗状況に
ついて

11 清水麻里 ①ユネスコエコパークである本市のあり方について

12 藤田亜由未
①南アルプスＩＣ周辺における持続可能なエリア形成と地域価値向
上について

13 三枝守和 ①山岳観光について

14 吉松大樹
①ＡＩデマンド交通推進事業について
②給食センター調理業務等民間委託計画について

15 公明党 齊藤博明 ①「財政健全化条例」の制定に向けて

16 かがやき２１ 小林敏徳 ①開庁時間の変更について

17 未来創政の会 矢﨑俊秀 ①南アルプスＩＣ周辺中央エリア整備事業について

18
日本共産党

南アルプス市議団
河阪 悠

①市長の高齢者施策に対する認識について
②高齢者の生活を守る対策について

令和８年　第２回定例会（６月）代表・一般質問通告表
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１.

(１)

(２)

　市長は、本市の観光を把握し、市民や
市内観光事業者と連携しながら「南アル
プス市観光戦略」を策定すると宣言して
いる。
　そこで、「観光戦略」の策定に向け
た、現状の認識、戦略の必要性、具体的
な検討体制・スケジュールについて、市
の考えを伺う。

　3月の広報で、「インバウンド観光にお
いては、富裕層をターゲットとして、清
水に寄港する海外客船に注目し、1時間強
で足を運べる強みを生かして、誘致実施
に向けて取り組んでいく」としている。
そこで現時点での取り組み状況につい
て、市の考えを伺う。

　自然・文化・歴史などの魅力に満ちあ
ふれた南アルプス市は、グレードの高い
観光地としてのポテンシャルが非常に高
い地域で、特徴的な資源はあるものの、
広く知られた観光地が不足している現状
である。
　また、人口減少社会において、ますま
す経済の規模も小さくなることが予想さ
れる。
　コストコへの来訪者・清水港からのイ
ンバウンド、中部横断道による近県から
の来客など、本市に来る人の条件は整っ
ている中で、観光産業によって消費額の
増額を図ることは、本市の今後の地域活
性化に重要な要素であることを踏まえ
て。

グレードの高い
観光地を目指し
た「南アルプス
市観光戦略」に
ついて

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

村松三千雄

新政南アルプス1
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(３)

(４)

1 新政南アルプス

村松三千雄

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　ｆｕｍｏｔｔｏ南アルプスやコストコ
のオープンにより、ＩＣ周辺は多くの賑
わいを見せているが、その来訪者が市内
全域に流れていない実態である。
　観光事業を進める上では、民間観光事
業者が利益を得る仕組みづくりが必要で
ある。
　観光農園にしても、毎年減少してお
り、観光客が来ても行くところが限られ
ている状況である。そこで、新たな本市
独自の支援・観光施策が必要と考える
が、市の所見を伺う。

　本市の主要産業である農業における高
齢化・後継者不足は深刻な課題であり、
持続可能な地域農業の維持に向けて、市
による構造的な対策と支援が不可欠であ
る。
　そこで、観光と農業を融合させた新た
な事業の展開により、地域活性化と農業
の持続可能性を確保することが重要かつ
有効な戦略であると思うが、市の所見を
伺う。
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１. 南アルプス市鳥
獣害（シカ、カ
ラス）被害対策
の強化について

躍進会

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

2

相川　宗仁

　近年、本市においてはシカやカラス等
による農作物被害が深刻化しており、特
に本市の基幹産業である果樹農業への影
響が大きくなっている。
　シカによる果樹苗木の農作物への食
害、またはカラスによる桃やぶどうなど
収穫前の果樹被害は、農家の営農意欲低
下にもつながりかねない重要な課題であ
る。
　加えて、農業従事者の高齢化が進む
中、防護柵維持管理や追い払い作業を個
人で維持していくことは年々困難になっ
ている。
　また、遊休農地や河川敷などが鳥獣の
移動経路や隠れ場所となり、被害拡大の
一因となっているとの報道もある。
　特に本市のような果樹地帯では、農業
振興、防災、地域環境保全の観点、及び
南アルプスＩＣ周辺中央エリア整備事業
や今後、東西のエリアの整備事業に少な
からず風評被害も含め鳥獣害対策は極め
て重要であると考える。
　そこで、本市におけるシカ・カラス等
の鳥獣被害の現状をどのように認識して
いるか。
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２.2 躍進会 ふるさと納税寄
附金の使い道及
び営農支援につ
いて

　本市は、桃、ぶどう、すもも、さくら
んぼなど全国に誇る果樹産地である。
　ふるさと納税についても令和7年度は速
報値として、寄附件数が14万3千件、寄附
額が45億3800万円となり、寄附額は過去
最高だったと聞いている。
　また、果物については、寄附件数の約
93%、寄附額は約38%を占め、本市の特産
品として多くの方にご好評いただいてい
る返礼品と認識している。
　こうしたことを踏まえ、今後もふるさ
と納税の柱として、果物の返礼品を取り
扱っていくためには、高齢化による担い
手不足の解消や生産者負担軽減といった
営農継続支援は不可欠であると考えるが
市の見解は。

相川　宗仁

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１. (１)

(２)

(３)

(４)

(５)

　避難所と災害対策本部のあり方につい
て現状と課題は。

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　防災ＤＸを推進することにより、市は
どのような効果が期待できると考える
か。

3

小池　伸吾

　防災・減災を推進する施策として、防
災ＤＸは急務であると考えるが、市の所
見は。

防災ＤＸについ
て

　災害時の情報収集や市民への情報共有
に対し、現状の取り組みと課題は。

公明党

　備蓄品の管理状況と支援物資の管理、
物資輸送についての現状の計画と課題
は。
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１. (１)

(２)

(３)

　南アルプスＩＣ周辺中央エリア整備が
加わることにより、南アルプスＩＣ周辺
の交通量の増加が見込まれるが、周辺道
路整備の対策について市の考えを伺う。

　ｆｕｍｏｔｔｏ南アルプスは、雨水対
策として浸透式貯水槽を何か所か設置し
ているが、今回の南アルプスＩＣ周辺中
央エリア整備に伴う雨水対策をどのよう
に考えているか伺う。

　ｆｕｍｏｔｔｏ南アルプスが開業して2
年が経過し、心配された土日を含め、渋
滞もなく安堵している。現在、整備が予
定されているｆｕｍｏｔｔｏ南アルプス
から南の県道までの道路整備の進捗状況
を伺う。

ｆｕｍｏｔｔｏ
南アルプス、南
アルプスＩＣ周
辺中央エリア整
備事業に伴う道
水路環境整備に
ついて

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

名取　常雄

かがやき２１4
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２. (１)

(２)

３.

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

南アルプスＩＣ
周辺の開発に伴
う子どもや住民
を事故や事件か
ら守る対策につ
いて

名取　常雄

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

代　表　質　問　通　告　表

4 かがやき２１ 　南アルプスＩＣ周辺には小学校、中学
校等への通学路がある。南アルプスＩＣ
周辺開発により、県外からも多くの方が
この地域を訪れている。また、子どもの
登下校時や保育所の送迎など交通量が増
加している中、豊小学校や若草支所周辺
をスクールゾーンにするなど、子どもた
ちの安全対策をどのように考えているか
伺う。

　南アルプスＩＣ周辺開発に伴い、人の
往来が多くなるのに比例し、事故・事件
が増加傾向になる恐れがある。施設側の
対策だけでなく、行政としてどのように
捉え、対策を講じる考えはあるか伺う。

　蛍光灯の製造、輸出入が令和9年末まで
に禁止される問題を令和6年12月の一般質
問で行った。防犯灯対策については、令
和7年度から自治会への補助金の拡充が示
されているが、自治会が管理する施設や
消防団詰所などの照明のＬＥＤ化につい
ては、どのように進めているか、市の考
えを伺う。

自治会の管理し
ている施設のＬ
ＥＤ化について
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１. (１)

(２)

２. (１)

(２)

３. 埋蔵文化財の活
用方針について

　市内から出土した文化財を後世に残し
伝承させていく事は現代を生きる我々の
義務であり使命と考えるが市の見解を伺
う。

　2025年8月の人事院勧告により2026年4
月より駐車場手当が新設された。費用弁
償の性質を踏まえれば、駐車場を利用す
る全職員を対象とするのが勧告の主旨と
考えるが、市の見解を伺う。

　昭和町が消防団の家族に給付金を交付
する「退職消防団員等ねぎらい事業給付
金制度」を創設した。家族への支援体制
を整えることは団員確保にもつながると
考えるが市の見解を伺う。

消防団員確保に
ついて

　消防庁では2026年度末までに女性消防
団員の割合を5％、そして最終的には10％
の目標を掲げている。この目標に対する
市の見解を伺う。

優秀な人材確保
の為の、市職員
の賃金・労働条
件について

　人材確保は組織にとって最重要課題の
一つと考える。当市でもそれは例外では
ない。現在、官民問わず人材確保が難し
い中、新人問わず、中高年層も含めた離
職も問題となっている。人材の確保・定
着が今の職場に求められることと考える
が、このことについて市の見解を伺う。

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

未来創政の会5

秋山　浩志
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４.

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

秋山　浩志

5 未来創政の会 市政の円滑な運
営について

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

代　表　質　問　通　告　表

　4月4日の新聞に今期限りで引退する意
向があると報道された。しかし、自治体
の首長が次の選挙には出ないと早期に引
退表明することは、任期終盤における求
心力の低下につながることも懸念され、
職員のモチベーション低下や、重要政策
の決定引き延ばし、市長自身のリーダー
シップ低下といった様々な悪影響が懸念
される。今後1年間、『市政の停滞』をど
のように防ぎ、行政運営を維持していく
のか市の見解を伺う。
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１. (１)

(２)

２. (１)

日本共産党
南アルプス市議団

　富士山噴火が発生した場合、溶岩流な
どの直接的な被害が及ぶ富士五湖周辺な
どのハイリスク地域から、多数の避難者
が流入することが想定される。市外から
の広域避難者を受け入れるにあたっての
避難所の確保や物資の備蓄、さらには県
や関係自治体との連携・受入体制の構築
状況と、今後の課題について、市の所見
を伺う。

松野　昇平

　本市は、季節ごとの風向きの影響によ
り、火山灰が降る「降灰」の被害が懸念
される地域の一つである。降灰被害に対
する本市の具体的な想定と、ライフライ
ンの維持・復旧、健康被害防止に向けた
対策状況について、市の所見を伺う。

中東情勢に伴う
物価高騰等から
地域経済と市民
生活を守る対策
について

　緊迫化する中東情勢などを背景とした
原油や原材料価格の高騰、さらには物流
コストの急激な増加が、市内の小規模事
業者や運送業等の経営を直撃している。
こうした中、事業者が適正な利益を確保
するための「実効性ある価格転嫁」を市
としてどう後押ししていくのか。また、
地域経済の底割れを防ぐための直接的な
支援策について、市の所見を伺う。

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

6 富士山噴火への
備えについて
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(２)

(３)

6 日本共産党
南アルプス市議団

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

代　表　質　問　通　告　表

　長引く物価高や物流の停滞は、市民の
命と暮らしを最前線で支える医療・福祉
施設などの経営も強く圧迫している。ま
た、資材高騰により、市が発注する公共
工事の円滑な執行やインフラ維持への影
響も懸念される。こうした公的分野や市
民インフラを維持・防衛するための、市
独自の支援策や事業継続に向けた取り組
みについて、所見を伺う。

　国によるコロナ禍での特例支援が終了
を迎える中、現在の複合的な経済危機が
重なることで、市民の生活破綻や地元企
業の倒産・廃業の増加が強く危惧され
る。国民健康保険税や市税の徴収猶予・
換価の猶予などを適用するにあたって
は、やむを得ない事情で生活や資金繰り
が困窮している方たちの窮状に寄り添っ
た弾力的な税務運用が必要不可欠と考え
るが、市の所見を伺う。

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

松野　昇平
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１. (１)

(２)

(３)

(４)

認知症に関する
支援について

保坂　健

　令和5年に認知症基本法が成立し、認知
症になっても、住み慣れた地域で安心し
て暮らし続けられる環境を整えること
は、市政の責務であるとされている。
　そこで、市として、現状と課題をどの
ようにとらえられているのか伺う。

質　問　事　項

7 新政南アルプス

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　要　旨

　認知症支援には、当事者やそのご家族
の相談支援や、必要な医療・介護などの
サービスが受けられるよう関係機関と連
携を図ることなどが必要と考えるが、こ
れらの点での本市の取組状況を伺う。

　認知症にやさしい地域づくりにおけ
る、公共施設のユニバーサルデザイン化
や認知症カフェの設置拡充の考えについ
て伺う。

　「市民理解の促進と地域共生」につい
て、サポーター養成講座の普及や学校教
育との連携について、市の状況を伺う。

13



１. (１)

(２)

(３)

8 新政南アルプス 「収蔵品の保
管」について

保管の現状について
　収蔵品をいかに展示するかは、心豊か
な南アルプス市の街づくりを前提に考え
る必要があると考える。そこで南アルプ
ス市の三施設が有する収蔵品の保管の現
状について伺う。

飯野　久

資料収集の意義について
　全国的に収集した文化財の保管が課題
となっている。それは、保管場所の確保
と経費である。例えば国立博物館でさえ
経費が嵩みクラウドファンディングによ
り寄付を募ったほどだ。これは本市の美
術館、文化伝承館および図書館に共通す
る課題でもある。
　今後、資料収集に対しての課題が解決
しない限り展示の企画に影響を及ぼすと
考える。
  そこで、これら議論を深めるため、美
術館、文化伝承館（博物館）、図書館の
資料収集の意義について伺う。

今後の資料収集と収蔵品の保管について
　資料収集を積極的に行うと保管数が増
え、そのため収集品保管場所がままなら
ぬことになりかねない。その危機を脱す
る為に廃棄処分も全国では考えられてい
る現状がある。そこで今後の資料収集の
考え方及び保管対策について伺う。

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１.

(１)

(２)

(３)

9 新政南アルプス 有害鳥獣対策に
ついて

鳥獣被害対策実施隊の支援について
　隊員の担い手不足、高齢化対策は喫緊
の課題である。緊急銃猟等に対応する為
にも抜本的な支援は必須と考えるが、市
の考えを伺う。

第6期（令和5～7年）鳥獣被害防止につい
て
　第6期の実績・課題について市はどのよ
うに捉えているか伺う。

花輪　幸長

　市の鳥獣被害対策は、3年ごとに更新さ
れる鳥獣被害防止計画を基本に展開され
ている。被害地域が広域化傾向にある現
状に対し第7期（令和8～10年）の主な対
策について市の考えを伺う。

河川周辺の被害対策について
　拡大傾向にある河川周辺の被害対策に
ついて市の考えを伺う。

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１. (１)

(２)

(３)

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

10

　道路ネットワークを考えるうえでは、
釜無川流域の交通状況や地形条件などを
ふまえながら、基本的な条件を整理して
いくことが重要であると考える。今後、
広域的な道路ネットワークのありかたに
ついて検討を進めていくにあたり、こう
した基礎的な条件についてどのような調
査や整理を行い、検討を進めていく考え
か伺う。

新政南アルプス

　この新橋整備は、交通機能の向上だけ
でなく、将来の都市構造にも大きな影響
を与える可能性があると考えられる。本
市としてはこの協議内容を都市計画マス
タープランと、どのように整合性を持た
せ、どのように位置づけていくのか、市
の見解を伺う。

　これまでも議会の場において、（仮
称）新鏡中条橋を含む広域道路ネット
ワークについては、山梨県を中心に、本
市、中央市、昭和町の3市町による勉強会
が開催されているとの説明がなされてき
た。勉強会では釜無川流域の交通課題や
広域的な道路ネットワークの方向性につ
いて、どのような整理や認識の共有がさ
れているのか市の見解を伺う。

広域道路ネット
ワーク構想にお
ける仮称新鏡中
条橋の進捗状況
について

三木　充

16



１.

(１)

(２)

清水　麻里

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

11 新政南アルプス ユネスコエコ
パークである本
市のあり方につ
いて

　地球環境の保全には、エネルギー問題
も大きく関わってくる。南アルプス市第2
次環境基本計画の目標の1つである「低炭
素社会づくりを推進する」ための本市の
取り組みについて伺う。

　本市は豊かな自然環境を有し、ライ
チョウやキタダケソウなど貴重な動植物
の生息地にもなっており、これらは未来
へと残していかなければならない素晴ら
しい財産であると考える。本市の自然の
保全と活用の取り組み状況について伺
う。

　本市が南アルプスユネスコエコパーク
に登録され12年が経った。ユネスコエコ
パークは豊かな生態系を保全し、自然資
源を活用した持続可能な経済活動を進め
るモデル地域である。また本市は、第3次
南アルプス市総合計画の中で、政策5：
「自然とともに、快適で住みよいまち」
の実現を掲げ、南アルプス市第2次環境基
本計画の中では、①循環型社会の形成づ
くりが進むまち②快適な生活環境のまち
③豊かな自然環境のまち④地球環境の保
全に取り組むまち⑤環境教育と市民協働
を推進するまち、という5つの望ましい環
境像を示し、基本目標を定めている。ユ
ネスコエコパークとしての本市の今後の
あり方について伺う。

17



(３)

(４)

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

11 新政南アルプス

清水　麻里

　環境基本計画を着実に推進し機能させ
るには、行政の力だけではなく、市民・
民間事業者との協働が必要であり、共に
取り組む体制づくりが求められている。
今後の取り組みについて伺う。

　南アルプスユネスコエコパークは、南
アルプスを囲む山梨県・長野県・静岡県
の3県10市町が参画している活動である。
今後、他の市町村とどのように連携しな
がら、ユネスコエコパークを市内外・県
内外へアピールし、観光振興を含めた地
域経済の発展へつなげていくか伺う。

18



１. (１)

(２)

(３) 　南アルプスＩＣ周辺に賑わいを創出
し、市内全域にその効果を派生させるに
は、各民間事業者だけではなく、市も一
体となって取り組んでいく必要がある。
今後、市はリニアビジョンを策定し、さ
らに地域全体の価値を向上させていくと
の考えだが、そのために、市は中央エリ
ア・ｆｕｍｏｔｔｏエリアをどのように
一体的にデザインし、ＩＣ周辺エリアの
マネジメントを戦略的に行っていくの
か。また、そのための市の役割をどのよ
うに考えているのか、市の考えを伺う。

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

12 新政南アルプス 南アルプスＩＣ
周辺における持
続可能なエリア
形成と地域価値
向上について

　新たに、中央エリアの開発の事業者が
決定し、本市はますます発展の期待が高
まっている。複数の拠点整備が並行して
進んでいく中で、民間商業施設の賑わい
を、南アルプス市に住む人たちの暮らし
の豊かさや、まちへの誇りに、どうつな
げていくのか。総合計画に掲げる目標達
成に向けて、改めて、南アルプスＩＣ周
辺をどのようなエリアに発展させていこ
うと考えているのか、市の所見を伺う。

藤田亜由未

　中央エリア、仮称「道の駅ｆｕｍｏｔ
ｔｏ南アルプス」のそれぞれの役割につ
いて、市はどのように認識しているか。
また、仮称「道の駅ｆｕｍｏｔｔｏ南ア
ルプス」が担うべき価値を行政として明
確に定義し、民間商業施設との役割分担
を整理する必要があると考えるが、市の
見解を伺う。
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１. (１)

(２)

(３)

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　山梨県は、令和4年度に南アルプス観光
振興室を設置した。南アルプス観光振興
ビジョンを作成し、本市では夜叉神峠周
辺や市営芦安駐車場周辺の観光高付加価
値化の検討を行い「夜叉神峠エリア」、
「市営芦安駐車場エリア」「金山沢エリ
ア」のゾーニングイメージをまとめたと
聞いているが、その内容を伺う。

夜叉神峠のロープウェイ構想について
　夜叉神峠入口から夜叉神峠（1770ｍ）
の山頂まで標高差896ｍ富士山を見ながら
運行するロープウェイ構想を考えるが市
の考えを伺う。

　市は夜叉神峠山頂にある夜叉神峠小屋
をどのように活用し、運営支援を考えて
いるか伺う。

13 躍進会

三枝　守和

山岳観光につい
て
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１.

２.

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

14 躍進会

吉松　大樹

ＡＩデマンド交
通推進事業につ
いて

　11月に予定されているＡＩデマンド交
通推進事業は、コミュニティバス網から
外れた交通空白地帯を対象とするものと
理解している。本市の地域公共交通計画
では、公共交通利用圏域の人口割合を現
状の63.1%から令和10年度に70.0%に引き
上げる目標が設定されている。この目標
との関係で、本事業は空白地域のうちど
の程度の人口・面積をカバーする想定な
のか。
　また、本事業の設計にあたり、対象地
域における移動需要の定量的な分析につ
いて、どのような調査を実施したのか伺
う。

給食センター調
理業務等民間委
託計画について

　市は、平成28年度以来、直営の課題に
ついて対応を行ってきたが、有効な解決
策を見出すことができず現在に至ってい
ると説明している。平成28年度以降、直
営の枠内でどのような取り組みを実施
し、その効果をどう検証してきたか伺
う。
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１. (１)

(２)

(３)

(４) 本市で財政健全化条例を導入する場合の
メリットと課題について
　本市が、財政健全化条例を導入した場
合、透明性の向上、財政規律の確立、将
来負担の見える化、市民参加の促進と
いったメリットが期待される。一方で、
柔軟性の確保や職員負担などの課題も想
定される。
　これらについて、市としての見解は。

「財政健全化条
例」の制定に向
けて

本市の財政運営の現状認識について
　南アルプス市では、人口減少の進行、
公共施設の老朽化、社会保障費の増加な
ど、将来の財政負担が確実に増大する状
況にある。こうしたなかで、本市の財政
運営において、中長期的な財政見通しの
作成や財政情報の公開は、どの程度制度
化されているか。

多治見市の「健全な財政に関する条例」
の評価について
　本年2月、公明党会派は多治見市を視察
し、財政情報の徹底した公開、財政判断
指標の制度化、中長期財政計画の義務化
など、先進的な取り組みを学んだ。
　本市として、多治見市の財政運営の仕
組みをどのように評価しているか。

本市の課題と改善の余地について
　多治見市の取組みと比較したとき、本
市の財政運営における課題はどこにあ
り、改善の余地はどの部分にあると考え
ているのか。

15 公明党

齊藤　博明

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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(５)

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

条例制定の検討意思について
　視察を通じて、財政健全化条例は、持
続可能な行政運営を確保するための有効
な手段であることが確認できた。
　本市として、財政健全化条例の制定を
検討する考えがあるのか、今後の方向性
は。

齊藤　博明

15 公明党
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１. 　開庁時間の変更を市民にどのように周
知するのか。

かがやき２１

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

16 開庁時間の変更
について

小林　敏徳
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１. (１)

(２)

(３)

(４) 　協定資料では、「施設計画については
調整ができ次第、随時公表する」とされ
ている。そこで、市は、施設内容や事業
計画に未確定事項が残る中で、何を根拠
として事業継続性及び実現可能性を判断
したのか。

17 未来創政の会

矢﨑　俊秀

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　ＩＤＯＭ社は、本事業の公表資料にお
いて、本格的複合商業施設の開発・運営
については、今回が初めての取り組みで
ある。一方、本事業は市による公共投資
を伴い、さらに30年間の長期貸与を前提
とする事業である。そこで、市は、複合
商業施設の開発及び運営という本事業の
中核部分について、ＩＤＯＭ社をどのよ
うに評価したのか。また、本格的複合商
業施設の開発・運営については今回が初
めての取り組みである中で、市は何を
もって事業継続性及び実現可能性を担保
できると判断したのか。

　本事業は、長期貸与や公共投資を伴う
重要事業であるが、応募企業数そのもの
を非公表とする法令上又は条例上の根拠
は何か。また、市民及び議会への説明責
任との関係をどのように整理しているの
か。

南アルプスＩＣ
周辺中央エリア
整備事業につい
て

　本事業においては、市による土地取
得、造成、周辺整備等の公共投資が想定
されている。そこで市は、本事業に係る
公共投資について、どのような指標に基
づき投資回収可能性又は費用対効果を評
価したのか。

25



(５)

(６)

(７)

17 未来創政の会

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　本事業は30年間貸与を前提としてい
る。一方、今後30年では人口構造、消費
行動、子育て需要、ＡＩ等による社会変
化が想定される。そこで市は、将来の社
会変化に応じ、施設内容や機能を柔軟に
見直す考えを有しているのか。また、そ
の変化に対応可能な契約構造となってい
るのか。

矢﨑　俊秀

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

　本事業については、施設計画や事業内
容の詳細について、参入事業者との協議
を通じて具体化していくこととされてい
る。一方、近年は建設資材価格の高騰、
人件費の上昇及び資材調達の不安定化に
より、事業計画の見直しや中止を余儀な
くされる事例が全国的に生じている。そ
こで、市は、このような社会経済情勢の
下において、提案事業の実現可能性を確
認する上で、施設内容、事業費、運営計
画及び利用料金等について、どの程度ま
で具体化されていることが必要であると
考えているのか。

　本事業については、協定締結後も、
「施設計画については調整ができ次第、
随時公表する」とされている。一方、募
集要項及び審査基準では、実現可能性、
同種類似業務実績、概算事業費等及び事
業遂行能力が評価対象とされている。そ
こで、今回の選定において、市は、これ
らの評価項目のうち、特にどの項目を重
視し、ＩＤＯＭ社が他応募者より優位で
あると判断したのか。また、その判断
は、どの資料、提案内容、収支計画又は
検証結果を根拠として行われたのか。
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１.

２. (１)

(２)

(３)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

　終わりの見えない食料品、電気料金、
燃料費等の物価高騰は、年金など限られ
た収入で暮らす高齢者の生活を直撃して
いる。この深刻な影響について、市は現
状をどのように認識し、市民の生活を守
るためにどのような独自の対策を講じて
いくのか伺う。

　長年にわたり社会を支えてきた高齢者
が「老後の不安」を抱えながら暮らさざ
るを得ない現状について、どのように認
識し、「自己責任」のみでは解決できな
い高齢者問題に対して自治体として果た
すべき役割と、高齢者が安心して暮らせ
る地域社会を維持するための今後のまち
づくりのあり方について市長の所見を伺
う。

市長の高齢者施
策に対する認識
について

高齢者の生活を
守る対策につい
て

18 日本共産党
南アルプス市議団

河阪　悠

　本市の高齢者世帯における平均所得及
び年金受給額の現状を踏まえた上で、統
計には表れにくい「低年金・低所得によ
る生活困窮状態」にある高齢者の実態
を、市としてどのように把握し、高齢者
世帯の年金や収入が増える施策に結び付
けていくのか伺う。

　持ち家などの資産があるがゆえに生活
保護等の公的支援を受けられず、修繕費
や税金の負担などで生活が困窮する、い
わゆる「家がある貧困」が社会問題化し
ている。質の確保された住宅が必要な高
齢者の問題もある。本市において、こう
した高齢者の実態をどう認識し、どのよ
うなセーフティネットや対策を検討して
いるのか伺う。
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質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　生きがいや健康維持のための就労では
なく、日々の生活費を確保するために
「働かざるを得ない」高齢者が増加して
いる。このやむにやまれぬ就労事情に対
し市としてどのように認識し、どのよう
な福祉的サポートができるのか伺う。

河阪　悠

令和８年　南アルプス市議会　第２回定例会（６月）

一　般　質　問　通　告　表

　行政手続や医療、金融等あらゆる分野
でデジタル化が加速する一方、対応でき
ない高齢者が生活基盤から取り残される
懸念が強まっている。スマホ操作の支援
や相談体制の整備といった「デジタル活
用支援」を進めると同時に、誰一人取り
残さないための「対面支援・アナログ窓
口の確実な維持」について、市の基本姿
勢と今後の対策を伺う。

　後期高齢者医療保険料の引き上げが、
ただでさえ苦しい高齢者の家計に追い打
ちをかけている。この引き上げに伴う、
経済的負担から生じる「受診控え」が将
来的な重症化を招くリスクや、生活全体
への影響について、市はどのように捉
え、命と健康を守る対策を講じるのか伺
う。

　高齢者の、本市におけるフレイル予防
の現在の取組状況をふまえ、健康リスク
を急激に高める「孤立」を防ぐため、増
加する独居高齢者や高齢者のみ世帯に対
し、市としてどのような見守り体制を構
築し、社会参加の機会を確保していくの
か伺う。
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